
WEB アプリケーション「みんなで翻刻【地震史料】」の公開 

市民参加で地震史料を後世に残し、新たな史料発掘へ 
 

京都大学古地震研究会（中西一郎・京都大学大学院理学研究科教授が主宰）は、研究者と市民の皆さんが

ともに古い地震史料の翻刻に参加できる、パソコンやタブレット向けの WEB アプリケーション「みんな

で翻刻」を開発し、2017年 1月 10日（火）に公開しました。このアプリケーションで、一般市民ととも

に地震史料のテキスト化を加速させて史料の保存を目指し、新たな史料の発掘にも取り組みます。 

※翻刻：くずし字等で書かれている古文書を，一字ずつ現代文字に活字化する作業 

 

概要 
日本には地震について書かれた史料が数多く現存し、その数は世界一とも言われています。しかし翻刻

されたものはごく一部で、未知の情報を含む可能性のある史料のなかには、翻刻されないまま消失しつ

つあるものがあります。そこで京都大学古地震研究会では、市民の皆さんにも翻刻に参加してもらい、テ

キスト化を加速する取り組みをはじめます。このアプリケーションの「まなぶ」「翻刻する」「つながる」

の３つの機能は、史料のくずし字を解読できない人でも研究への参加を可能にする、これまでにない新

しい窓口となります。 

 

＜みんなで翻刻【地震史料】＞ 

https://honkoku.org/ 

 

 

 

  



アプリのおもな機能と特徴 

 「まなぶ」 数多くのくずし字のパターンや、江戸時代の本から収集した熟語・約 3000 パターンを

収録。くずし字学習支援アプリ KuLA と連携。 

 「翻刻する」 東京大学地震研究所所蔵「石本文庫」から約 200点を収録。Wikipediaのように，多

人数が同時に書き込める「ライブ」機能付き。 

 「つながる」 SNS 機能で写真や文章の投稿が可能。 

 史料をパラパラめくるように閲覧できます． 

 

波及効果 
 過去の地震に関してこれまでに知られていない事実が発見される可能性があります． 

 過去の解析の前提となったデータの再検討が可能になります． 

 くずし字の知識習得者を増加させます。 

 地震史料のテキスト化を加速することで、史料を後世に残します。 

 SNS 機能を利用し、日本各地で眠る災害史料の発掘に寄与します。 

 地震史料以外にも、日本各地，各組織で進む史料のデジタルアーカイブ化やデジタル公開に新たな戦

略をもたらします． 

 過去の災害について学ぶことで、市民の防災意識の向上をめざします。 

 

今後の予定 
 古地震の年表、発生場所を記した地図を作成します。 

 東京大学地震研究所所蔵「石本文庫」以外の史料も掲載し、翻刻を進めます。 

 他の webサービスとのコラボレーションが生まれる可能性があります． 

 

参考サイト 
 京都大学古地震研究会 （地震学、地質学、気象学、歴史学、地理学など様々な研究者が過去の災害

を調査研究）http://kozisin.info/ 

 くずし字学習支援アプリ KuLA 

http://www.let.osaka-u.ac.jp/ja/research/community/hodo/iikura_KuLA 

 東京大学地震研究所図書室 http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/tosho/ 

 
お問い合わせ先 
みんなで翻刻（京都大学古地震研究会） 
E-mail: support@honkoku.org 
Twitter: @CloudHonkoku 
  



画面の例 

 
利用可能な史料の一覧 

 

 
「翻刻する」画面の例 

「諸国海辺地震津波書」（東京大学地震研究所蔵，石本文庫 229）． 
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